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１．研究計画の概要 
 地中海世界における島嶼は、歴史上人間の
活動する橋頭堡として重要な拠点だった。本
研究は、この島嶼空間に注目し、自然・生態
環境に規定された人々の生活・経済空間とし
てのマイクロエコロジー圏、および各マイク
ロエコロジー圏が対外世界と切り結んだ経
済社会ネットワークの構造分析をめざす。そ
れを、政治的、人為的に設定され認知されて
きた「地域」「海域」概念、および歴史的統
一体としての地中海世界の存在論に批判的
検討を加えながら推進している。分析対象は、
ナクソス、マルタ、イビサの各島嶼、および
「陸の島嶼」としてのエジプト・オアシスで
ある。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）ナクソス、マルタ、イビサの各島嶼、
およびエジプト・オアシスを対象に、研究メ
ンバー間で主分担を決めた上で、以下の項目
に沿って分析を推進してきた。 
 ①経済的存立構造・社会関係・対外関係に
関する資料収集、その系統的分析。 
 ②各国統計局、地元自治体より収集したデ
ータと、独自調査の結果データとの突き合わ
せ。生産状況、企業活動状況、人口動態、就
業事情、家族構成状況、対外経済関係状況か
らのその分析。 
 平成 20～22 年度は、各島嶼社会の対外関
係の側面に焦点を合わせて考察した。 
 ③現地インフォーマントからの情報の収
集、整理。各サンプル空間の歴史、今日的社
会生活の再構成作業を地図上で図示化。 
 ④文献情報、データ資料を補完するインフ
ォーマントへの聞き取りも推進。 

 以上の聞き取り調査を中心に得られたマ
イクロデータの集積によって、各サンプル空
間の歴史的・今日的社会生活、対外ネットワ
ークの形成過程と現況について、より立体的
な再構成を行うべく作業を推進した。 
（2）なお、歴史事情に規定された各島嶼は、
それぞれに独特な対外ネットワークを有し
ているので、その諸相を個性的に類型化する
こと、また、地中海世界に普遍的な現象とし
て把握するために、研究メンバー間で議論を
蓄積した。２度の国際ワークショップ（2009
年 3 月於チュニス大学、2010 年 9 月於トリ
エステ大学）を行い、成果の中間報告を行う
とともに、地中海周辺諸地域の研究協力者と
も意見交換を行った。 
（3）Mediterranean World 20 号を、成果の
中間取り纏めを兼ねて刊行した（2010 年 6
月）。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
 「２．研究の進捗状況」(1)-①②③④で記
した各項目ともに、初期目標に沿った成果
を挙げていると認識している。それは、各
班とも調査現地での資料収集を完了し、そ
の分析を推進していること、また、現地イ
ンフォーマントとの交流によって、書かれ
た資料・統計からは得られない貴重な事実
を収集・分析していること、による。その
成果の一端は、チュニジア共和国チュニス
大学との共催（2009年3月）、また、イタリ
ア共和国トリエステ大学およびヴェネツィ
ア大学との共催（2010年9月）による国際
セミナーにおいて中間報告を行い、成果の
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中間取り纏めとして、Mediterranean 
World 20 号を刊行した（2010年6月）。ま
た、同21号を、2012年3月を目標に刊行予
定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 現在推進中の作業を継続することを、第
一の目標としたい。 
 つまり、資料・統計分析をさらに推し進
め、現地インフォーマントから得た情報、
また、これから補足的に得る情報を、論文
のかたちでまとめることが、研究チームの
優先課題である。その中で、研究方法につ
いての討議を行い、地中海島嶼社会の経済
社会ネットワーク分析に関わる地域研究方
法論を深めていく。 
 この研究作業は、これまで「国民国家」
「農業社会」「土地制度」といった陸地中心
の概念を中心に組み上げられた経済史や地
域研究の方法に対し、建設的な批判の論点
を含むことになるだろう。方法論に関する
成果取り纏めも、併せて行うこととする。 
 以上の計画に沿った成果の最終的取り纏
めを行い、Mediterranean World 21号を、
2012年3月を目標に刊行する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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